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６．敷地～敷地近傍の断層

6.1 敷地～敷地近傍の地形，地質・地質構造の概要
6.2 敷地～敷地近傍の断層と評価の概要
6.3 敷地～敷地近傍の震源として考慮する活断層の評価

6.3.5 断層の地下深部への連続性
6.3.5.1 反射法地震探査の概要
6.3.5.2 反射法地震探査結果の層序区分
6.3.5.3 敷地～敷地近傍の断層の地下深部への連続性

6.3.6 敷地～敷地近傍の地下深部地質構造
6.4 まとめ
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敷地～敷地近傍の地下深部構造について，「H24海陸統合探査」，「H28海陸連続探査」，「H24海上音波探査」を含む既往の探査に「H31敷地近傍陸域調査」のデータを加えて総合的に解釈を行った。

 H24海陸統合探査： 3,000m以深の大局的な地質構造の把握を主な目的に，陸奥湾から下北半島を横断し大陸棚外縁東方まで，総延長39kmの測線で実施した。
 本探査の測線にほぼ重なる測線にて，原子力規制庁による研究として大深度地質構造調査が実施されている。（※１）

 H28海陸連続探査： 1,000～2,000m程度の比較的浅部の地質構造の把握を主な目的として，一切山東方断層等を含む敷地の西方から大陸棚外縁以東までの約15kmの区間，４測線にて実施した。
 敷地内の範囲については，浅部を対象とした詳細探査（H28-C測線）も実施した。

 H28海上音波探査：敷地前面海域の地質構造の把握及びH28海陸連続探査と既往探査結果との整合性確認を主な目的として，敷地前面海域の大陸棚外縁部付近の８測線にて実施した。

 H31敷地近傍陸域調査：層序区分及び断層解釈の根拠の直接確認を主な目的として，敷地～敷地近傍陸域を南北に縦断する２測線にて，反射法地震探査を行うとともに，VSP探査を実施した。

6.3.5.1 反射法地震探査の概要

反射法地震探査の測線配置

540

※１ 原子力規制庁（2015）：原子力施設等防
災対策等委託費 (原子力施設における断
層等の活動性判定に係る評価手法の調
査研究) 報告書

及び

原子力規制庁（2016）：原子力施設等防
災対策等委託費 (原子力施設における地
質構造等に係る調査・研究 (下北地域に
おける深部ボーリング調査等))

（以下，原子力規制庁（2015），原子力規制
庁（2016）という）

H28-M7

H28-M8

H28-M9

H28-M10

H24海陸統合探査
⇒陸奥湾～大陸棚外縁沖の
深部地質構造の把握

H28海陸連続探査（H28-Line）
⇒陸域～前面海域の地質構
造の把握

H28海上音波探査（H28-M）
⇒敷地前面海域の地質構造の把握

H31敷地近傍陸域調査（H31-A，C1）

⇒敷地近傍陸域の南北方向の 地質
構造の把握

東通原子力発電所
東通原子力発電所

H28海陸連続探査（H28-C）
⇒敷地の断層位置，地質構造の把握

新規 第８７８回審査会合（2020.7.17）
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H31-C1
19N-1 19N-2

19N-3

19H-3

6.3.5.1 反射法地震探査の概要

敷地～敷地近傍の断層と探査測線（H31敷地近傍陸域調査）

 敷地～敷地近傍陸域の地質構造を把握するとともに，反射法地震探査結果の層序区分及び断層解釈の根拠を直接確認することを目的として， H31敷地近傍陸域調査を実施した。

 既往の反射法地震探査結果（東西測線）との整合性を確認するため，東西測線と交差する南北方向の２測線（H31-A測線及びH31-C1測線）を設定した。

 南北測線の範囲は，後述する重力異常（ブーゲー異常）の２箇所の高まり（敷地北方の尻屋層群分布域及び南方の中山崎付近）を網羅するとともに，層序区分の根拠確認の観点から下位の
尻屋層群から猿ヶ森層及び泊層を網羅的に確認できるように，敷地北方の尻屋層群分布域から敷地を経て，南方の中山崎付近まで設定し，データを取得した。

 反射法地震探査結果の解釈における層序区分及び断層認定の信頼性確保の観点から，地質状況を直接確認することを目的に，ボーリング調査（19N-1～19N-3， 19H-1～19H-3 ）を行うとと
もに，ボーリング調査孔を用いてVSP探査を行い探査結果の精度向上を図った。

 既往探査結果については，上記の検討結果を反映して再解析を行い，地質構造の連続性及び整合性の検討を行った。

中山崎
東通原子力発電所

新規 第８７８回審査会合（2020.7.17）
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6-1166.3.5.1 反射法地震探査の概要

反射法地震探査の仕様

項 目
H24海陸統合探査※１ H28海陸連続探査・H28海上音波探査 H31敷地近傍陸域調査 陸域における既往探査

深部探査 深部探査（Line測線） 浅部探査（C測線） 深部探査（M測線） 深部探査 深部探査 浅部探査

目 的
大陸棚を含む下北半島東部
の深部地質構造の解明

敷地～敷地近傍の断層の地下深部の構造を
敷地から前面海域の複数の断面で確認

敷地前面海域の
深部地質構造探査

敷地～敷地近傍の
地下深部の構造把握並びに
反射法地震探査結果の
層序区分及び断層解釈の

根拠の直接確認

東京電力㈱敷地を含めた
敷地南北方向の地質構造

探査

敷地東西方向の
深部地質構造探査

発振源
大型バイブレーター（陸域）

エアガン（海域）

火薬（１kg）（陸域）
大型バイブレーター（陸域）

エアガン（海域）

火薬（1kg）（陸域）
油圧インパクター（陸域）

エアガン（海域）
（一部大型バイブレーター）

エアガン（海域） 大型バイブレーター 大型バイブレーター
油圧インパクター（陸域）

エアガン（海域）

測線（測線長） H24海陸統合測線（39km）

H28- Line1（18.8km） H28-M5（23.7km）

H28- Line2（16km） H28-C2（2.2km） H28-M6（23.6km）

H31-A（28.4km）

H31-C（14.8km）

H28－U5（H6-A）※２

H6-B
H17A

H28- Line3（15.5km） H28-M7（7.0km）

H28- Line4（15.4km） H28-C4（1.8km） H28-M8（7.0km）

H28-M9（8.0km）
H28-M10（8.0km）
H28-M11（9.0km）
H28-M12(10.0km)

発振点間隔 25m
陸域 25m
海域 12.5m

陸域 6.25mまたは12.5m
海域 5.0m

12.5m，25.0m 25m 25m
50m（H6-A）

5m

受振点間隔 12.5m
陸域 12.5m
海域 25m

陸域 6.25mまたは12.5m
海域 10.0m

12.5m，6.25m 12.5m 12.5m 10m

収録チャンネル数 敷地全区間 160ch程度以上 80ch程度以上
12.5m×60チャンネル
6.25m×24チャンネル

280ch以上 120ch 90ch

サンプルレート 2ms 1ms 1ms 1ms 1ms 2ms 1ms

収録記録長 10s以上 3s以上 3s以上
5s（12.5m×60チャンネル）
2s（6.25m×24チャンネル）

5s 5s 3s

備 考 ボーリング６本

※１ 東京電力株式会社，日本原燃株式会社，リサイクル燃料貯蔵株式会社及び東北電力株式会社の4社より共同で実施
※２ H6-A測線については，南方延長部について平成28年度に反射法地震探査を追加実施し，両者を統合の上，測線名を改めH28-U5測線として再解析を実施した。

 敷地～敷地近傍の地質構造の検討に用いた反射法地震探査等の探査仕様は， 以下のとおり。

新規 第８７８回審査会合（2020.7.17）
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6-1176.3.5.1 反射法地震探査の概要

反射法地震探査データの解析手順
【反射法地震探査データの解析手順】

 H31年の調査では、反射法地震探査のデータ処理・解析で一般的なCMP重合法による処理・解析を行った。CMP重合法の基本処理として、フィルタ等の適用によりS/N比向上、デコンボリューション
等による時間分解能向上や多重反射波の低減、CMP重合による反射信号の強調、マイグレーションによる実構造のイメージ化等を行い、深度断面を作成した。

 H24海陸統合探査については，地下深部の構造解析に効果が期待できるMDRS（Multi-Dip Reflection Surface）処理を実施した。

 既往探査記録の再解析は通常処理を行った。

新規

観測波形データ

トレース編集
解析測線の決定

CMPソート

測量データ観測ノート

相互相関

バイブレータ
観測データ

油圧インパクタ
観測データ

爆薬発振
観測データ

エアガン発振
観測データ

バイブレータ
発振波形

・プレフィルタ

・位相補償
（バブルを消し、プレフィルタ後
波形の最小位相化）

・振幅回復

・プレフィルタ

・位相補償
（相関・プレフィルタ後波形
の最小位相化）

・振幅回復

・プレフィルタ

・位相補償
（相関・プレフィルタ後波形
の最小位相化）

・振幅回復

デコンボリューション

初動走時読取り

屈折波トモグラフィー解析

フィールド静補正

（ 陸域データ ） （ 海域データ ）

H31敷地近傍陸域調査測線の解析手順を黄色で表示

反射法地震探査の解析フロー

速度解析

速度解析

残差静補正

速度分布モデル

深度変換

マイグレーション

フィルター

DMO

NMO補正

CMP重合

τ-p領域で、表面波などの
低速度ノイズを除去

τ-p領域のﾃﾞｺﾝﾎﾞﾘｭｰｼｮﾝで、
長い周期のマルチを除去

MDRS処理

重合時間断面図

マイグレーション後
時間断面図

マイグレーション後
深度断面図

重合時間断面図

マイグレーション後
時間断面図

マイグレーション後
深度断面図

第８７８回審査会合（2020.7.17）
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６．敷地～敷地近傍の断層

6.1 敷地～敷地近傍の地形，地質・地質構造の概要
6.2 敷地～敷地近傍の断層と評価の概要
6.3 敷地～敷地近傍の震源として考慮する活断層の評価

6.3.5 断層の地下深部への連続性
6.3.5.1 反射法地震探査の概要
6.3.5.2 反射法地震探査結果の層序区分
6.3.5.3 敷地～敷地近傍の断層の地下深部への連続性

6.3.6 敷地～敷地近傍の地下深部地質構造
6.4 まとめ
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6-1216.3.5.2 反射法地震探査結果の層序区分

南北測線における層序の検討：H28-U5測線の層序区分（従来）

尻屋層群

貫入岩

火山砕屑岩類

泥岩（砂岩・礫岩含む）

泥質砂岩優勢砂岩泥岩互層

砂岩優勢砂岩泥岩互層

礫岩砂岩泥岩互層

泥岩優勢砂岩泥岩互層

泊層下部
（（東北敷地のみ）

猿ヶ森層

安山岩溶岩

目名層 軽石質砂岩層

泥岩層

砂岩層

砂質泥岩層・礫岩層

蒲野沢層

泊 層
安山岩質溶岩層

火山砕屑岩類

凡 例

H28-Line2 H28-Line3 H28-Line4

マイグレーション深度断面（縦横比１：１）

Ｓｒｇ

Ｓｙ

Ｓｒsm

Ｓｒm

Ｔｏ ＧｍＴｏ
Ｔｏ Ｔｏ

Ｓｒm

H28-Line1

※１ 反射法地震探査結果の層序区分にあたり，猿ヶ森層については，
泥岩からなる泥岩層（Srm)，砂岩優勢砂岩泥岩互層及び泥岩優
勢砂岩泥岩互層からなる砂岩泥岩互層（Sｒｓｍ）並びに礫岩砂岩
泥岩互層からなる礫岩砂岩泥岩互層（Srg)に区分する。

※２ 敷地内において泊層下部層と猿ヶ森層の一部に指交関係が認
められるが，反射法地震探査の分解能の観点から，反射法地震
探査結果の層序区分においては，泊層下部層を猿ヶ森層泥岩層
（Srm）に含めて区分することとする。

※

※ １

※ ２

 H28-U5測線にみられる「振幅が大きく反射強度
の強い反射面」と，地表地質調査等により確認さ
れた敷地北方陸域の地質分布及び地質構造との
対応から，基盤をなす尻屋層群（Sy），中新統猿ヶ
森層の礫岩砂岩泥岩互層（Srg），砂岩泥岩互層
（Srsm）及び泥岩層（Srm）に区分していた。

⇒ 層序区分の信頼性向上を目的として，敷地北方
から敷地にかけて，反射法地震探査及びボーリ
ング調査を実施（次頁）。

東通原子力発電所

第８７８回審査会合（2020.7.17）

資料１－１ p6-121 再掲新 規



6-1226.3.5.2 反射法地震探査結果の層序区分

南北測線における層序の検討： H31-A測線における地質層序の検討①

地質図修正

敷地北方の尻屋層群分布域を起点に，敷地～敷地近傍を南北に縦断する反射法地震探査（H31-A測線及びH31-C1測線）を実施した。合わせて，地下深部の地質状況を直接確認することを目的に
ボーリング調査（19N-1孔，19N-2孔，19N-3孔及び19H-3孔）を実施するとともに，猿ヶ森層の詳細な層序検討を目的として地表地質踏査を実施した。

H31-C1

4096

4000 3900
3800

3700 3600 3500 3400 3300

3200

3100
3000

2900 2800

2700
2600

2500
2400

2300

2200 2100 2000 1900
1800

1700

1600

 ボーリング調査結果やボーリング地点付近に分布する猿ヶ森層の岩相との対応を踏まえ，猿ヶ森層の層序区分及び地質分布について検討した。
 確認された岩相に基づき，猿ヶ森層の層序区分を下位より「挟炭泥岩層（Srg）」，礫岩砂岩泥岩互層及び砂岩泥岩互層からなる「砂岩泥岩礫岩互層

（Srsm）」並びに泥質砂岩優勢砂岩泥岩互層及び泥岩層からなる「泥岩層（Srm）」に整理し，区分した。
 敷地近傍の地質図について，地表地質踏査の結果に基づき，猿ヶ森層の層序区分を踏まえた地質分布を反映した。

 敷地から北方にかけて，連続的な反射法地震探査結果（H31-A測線）が得られた。
 H28-U5測線範囲においては， H28-U5測線と同様の品質の反射法地震探査結果が得られるとともに，同範囲北方への反射面の追跡が可能となった。

 ボーリング調査（次々頁）により，従来の解釈から想定されていた層序区分の地質境界を直接確認した。
 19N-3孔において，猿ヶ森層の泥岩層（Srm）／砂岩泥岩礫岩互層（Srsm）境界を確認。
 19N-2孔において，猿ヶ森層の砂岩泥岩礫岩互層（Srsm）／挟炭泥岩層（Srg）境界及び猿ヶ森層の挟炭泥岩層（Srg）／尻屋層群（Sy）境界を確認。

 ボーリング調査にて確認された各々の地質境界は，明瞭な反射面と良く対応しており，敷地まで連続的に追跡が可能であることを確認。

 反射法地震探査及びボーリング調査より決定された地質分布・地質構造は，従来の評価と概ね同様であることを確認した。
 北側より，基盤をなす尻屋層群（Sy）を覆って，中新統猿ヶ森層の挟炭泥岩層（Srg），砂岩泥岩礫岩互層（Srsm）及び泥岩層（Srm）が分布しており，南側に

10～30°程度傾斜している。

⇒ 従来の層序区分から信頼性が向上するとともに，強い反射面は明瞭な地質境界に対応しているとする考えに基づいた従来の層序区分についても合理的
なものであったことが確認された。

19H-3
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6-1236.3.5.2 反射法地震探査結果の層序区分

南北測線における層序の検討： H31-A測線における地質層序の検討②

H31-A マイグレーション深度断面（縦横比１：１）

Ｎ← →Ｓ

H28-U5測線範囲

※１ 反射法地震探査結果の層序区
分にあたり，猿ヶ森層については，
下位より， 「挟炭泥岩層（Srg）」，
礫岩砂岩泥岩互層及び砂岩泥
岩互層からなる「砂岩泥岩礫岩
互層（Srsm）」並びに泥質砂岩優
勢砂岩泥岩互層及び泥岩層から
なる「泥岩層（Srm）」に区分する。

※２ 敷地内において泊層下部層と
猿ヶ森層の一部に指交関係が認
められるが，反射法地震探査の
分解能の観点から，反射法地震
探査結果の層序区分においては，
泊層下部層を猿ヶ森層泥岩層
（Srm）に含めて区分することとす
る。

※ １

※ ２
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部層名 岩 相 化 石 堆 積 環 境 等

Ｓｄ
泥岩を主とする 二枚貝 ，巻貝，ウミユリ，有

孔虫，ウニ類，サガリテス
漸深海帯

Ｓｃ
砂岩，泥岩を主とする 二枚貝，巻貝，サガリテス，

炭化植物片，生物擾乱痕
下浅海帯以深

Ｓｂ 砂岩，礫岩を主とする 炭化植物片，生物擾乱痕 下浅海帯

Ｓａ
基底は角礫岩よりなり，泥岩を
主とし，石炭を挟在する

炭化植物片，生物擾乱痕 陸水～汽水域

敷地近傍北部の猿ヶ森層の層序区分

 敷地近傍の猿ヶ森層の地質分布及び地質構造を踏まえて，19N-1～19N-3孔の調査結果
に基づき，敷地近傍の猿ヶ森層は，岩相，化石相等から下位よりSa～Sd部層に細区分さ
れる。

 Sa部層は，尻屋層群を覆って角礫岩が分布し，主に泥岩より構成され，石炭を挟在する。

 Sb部層は，主に砂岩，礫岩より構成される。

 Sc部層は，主に砂岩，泥岩より構成され，一部に貝化石を含み，部分的に礫岩を挟む。

 Sd部層は，主に泥岩より構成され，貝類，ウニ類，ウミユリ，有孔虫の化石を含む。

 Sa部層は猿ヶ森層の挟炭泥岩層（Srg）に， Sb部層及びSc部層は同砂岩泥岩礫岩互層
（Srsm）に， Sd部層は同泥岩層（Srm）に対応する。

ボーリング位置図（平面）

ボーリング位置図（反射法断面）

19N-1

19N-2 19N-3
③

地表地質踏査による

修正地質図に差替え

19N-1 19N-2 19N-3

19N-1 19N-2 19N-3

6.3.5.2 反射法地震探査結果の層序区分

南北測線における層序の検討：猿ヶ森層の層序区分（19N-1～19N-3孔柱状対比図）

東通原子力発電所

N← →S

柱状図岩相凡例

尻屋層群

Sa

Sc

Sb

Sd

Sb

Sc

Sa
尻屋層群

19N-1～19N-3孔柱状対比図

204.74

369.99

489.47

40.82
44.09

327.65

455.50
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岩相柱状図 地層名 コア写真

19N-1孔位置図

19N-1孔の岩相

尻
屋
層
群

猿ヶ森層
Sb部層

猿ヶ森層
Sa部層

礫岩（深度5.2～5.6m） 含泥岩偽礫粗粒砂岩（深度9.4～9.8m） 亜炭葉理を挟在する砂岩（深度17.55～17.95m）

泥岩（深度35.55～35.95m）

角礫岩（深度41.55～41.95m）

凝灰岩（深度22.4～22.8m） 砂岩（深度28.3～28.7m）

頁岩（深度90.55～90.95m） 砂岩（深度154.0～154.4m）
砂岩・頁岩互層（深度161.0～161.4m）

礫岩（深度206.45～206.85m）

 19N-1孔の尻屋層群は，主に砂岩・頁岩互層より構成され，部分的に礫岩を挟む。

 猿ヶ森層のSa部層は，19N-1孔では角礫岩より構成される。Sb部層は，主に砂岩，礫岩より構成され，泥岩を挟む。

19N-1

6.3.5.2 反射法地震探査結果の層序区分

南北測線における層序の検討：敷地近傍北部の猿ヶ森層，尻屋層群の岩相（19N-1孔）

東通原子力発電所
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 19N-2孔の尻屋層群は，砂岩・頁岩互層，凝灰岩，礫岩より構成される。

 猿ヶ森層のSa部層は， 19N-2孔では基底部に角礫岩が分布し，主に泥岩より構成され，石炭を挟在する。Sb部層は，主に砂岩，礫岩より構成され，泥岩を挟む。Sc部層は，主に砂岩，泥
岩より構成され，一部に礫岩を挟む。

19N-2孔位置図

19N-2

6.3.5.2 反射法地震探査結果の層序区分

南北測線における層序の検討：敷地近傍北部の猿ヶ森層，尻屋層群の岩相（19N-2孔）

東通原子力発電所

岩相柱状図 地層名 コア写真

第四系

猿
ヶ
森
層

部
層

猿
ヶ
森
層

部
層

猿
ヶ
森
層

部
層

尻屋層群

Sc

Sｂ

Sa

19N-2孔の岩相

凝灰岩（深度501.3～501.7m） 砂岩・頁岩互層（深度504.5～504.9m）

泥岩（深度471.5～471.9m）石炭（深度463.2～463.6m）

砂岩・泥岩互層（深度458.2～458.6m）砂岩（深度404.3～404.7m）凝灰岩（深度388.60～390.0m）

砂岩・礫岩互層（深度364.15～364.55m）砂岩（深度359.45～359.85m）泥岩（深度344.6～345.0m）

礫岩（深度290.0～290.4m） 砂岩（深度299.6～300.0m）礫岩（深度215.5～215.9m）

砂岩・泥岩互層（深度198.3～198.7m）泥岩中の凝灰岩（深度183.4～183.8m）砂岩（深度176.5～176.9m）

泥岩（深度165.6～166.0m）
tf msms

砂岩・亜炭互層（深度154.2～154.6m）泥岩（深度57.1～57.5m）

ssms liss

ms ss ms

礫岩・砂岩互層（深度48.0～48.4m） 砂岩中の泥岩偽礫（深度53.2～53.6m）粒度変化する砂岩（深度22.2～22.6m）

角礫岩（深度484.5～484.9m）
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岩相柱状図 地層名 コア写真

第四系

猿
ヶ
森
層

部
層

猿
ヶ
森
層

部
層

猿
ヶ
森
層

部
層

19N-3孔位置図

19N-3孔の岩相

Sd

Sc

Sb

礫岩（深度468.1～468.5m） 泥岩（深度494.3～494.7m）

砂岩･泥岩互層（深度442.1～442.5m）砂岩（深度430.2～430.6m）泥岩（深度424.5～424.9m）

砂岩中の泥岩偽礫（深度419.3～419.7m）礫岩・砂岩互層（深度409.25～409.65m）含礫砂岩（深度405.3～405.7m）

泥岩中の砂岩脈（深度326.0～326.4m）砂岩中の泥岩塊（深度288.35～288.75m）

泥岩中の砂岩偽礫（深度259.0～259.4m）砂岩中の泥岩偽礫（深度258.6～259.0m）

泥岩中の凝灰岩（深度29.3～29.7m）泥岩（塊状）（深度25.1～25.5m）

泥岩中の二枚貝化石（深度155.4～155.8m）泥岩中の巻貝化石（深度84.6～85.0m）

泥岩中の砂岩薄層（深度245.5～245.9m）

泥岩（葉理発達）（深度282.25～282.65m）

泥岩中のノジュール（深度162.4～162.8m）

泥岩中のウミユリ化石（深度156.5～156.9m）

 19N-3孔の猿ヶ森層Sb部層は，主に砂岩，礫岩より構成され，下部に泥岩を挟む。Sc部層は主に砂岩，泥岩より構成され，一部に貝化石を含む。Sd部層は主に泥岩より構成され，二枚貝 ，
巻貝，ウミユリ，有孔虫，ウニ類，サガリテス等の化石を含み，下部に砂岩を挟む。

19N-3

6.3.5.2 反射法地震探査結果の層序区分

南北測線における層序の検討：敷地近傍北部の猿ヶ森層の岩相，化石（19N-3孔）

東通原子力発電所

砂岩（深度508.3～508.7m）
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18.4±0.1Ma

16.78±0.38Ma

23.1±2.7Ma

部層名 岩 相 化 石

Ｓｆ
泥岩，砂岩，礫岩，軽石質砂岩
（東京電力敷地では凝灰角礫岩，
火山礫凝灰岩を挟む）

二枚貝

Ｓｅ 砂岩，礫岩を主とする 未確認

Ｓｄ
泥岩を主とする 二枚貝 ，巻貝，ウミユリ，ウニ

類，有孔虫，サガリテス

Ｓｃ
砂岩，泥岩を主とする 二枚貝，巻貝，サガリテス，炭

化植物片，生物擾乱痕

Ｓｂ 砂岩，礫岩を主とする 炭化植物片，生物擾乱痕

Ｓａ
基底は角礫岩よりなり，泥岩を主と
し，石炭を挟在する

炭化植物片，生物擾乱痕

猿ヶ森層の層序区分

ボーリング柱状対比図

泊層下部層
TL

ボーリング位置図（平面）

ボーリング位置図（反射法断面）

猿ヶ森層，尻屋層群 凡例

N ← → S

泊層，蒲野沢層 凡例

敷地近傍

敷地近傍猿ヶ森層凡例

6.3.5.2 反射法地震探査結果の層序区分

南北測線における層序の検討：敷地～敷地近傍
の猿ヶ森層の層序

 敷地北方及び敷地のボーリング調査（19N-1孔～19N-3孔，19H-3孔）に加えて，地表地質踏査，東京電力ＨＤ㈱
敷地及び東北電力㈱敷地の既往調査より，猿ヶ森層の全体像を把握し，猿ヶ森層の層序について整理した結果，
ボーリング柱状対比図に示すように，猿ヶ森層はSa～Sf部層に細区分される。

 このうち，敷地北方の猿ヶ森層は，前述のとおり，岩相，化石相等からSa～Sd部層に細区分される。

 Sd～Sf 部層は，東京電力ＨＤ㈱敷地で確認されている S1～S3 部層に対応している。

 東北電力㈱敷地北西部（19H-3孔）では，猿ヶ森層最上部のSf部層が確認され，この下位に泊層下部層が分布
する（指交関係）。

 反射法地震探査結果の層序は，「挟炭泥岩層（Srg）」がSa部層に，「砂岩泥岩礫岩互層（Srsm）」 がSｂ～Sｃ部層
に，「泥岩層（Srm）」 がSｄ～Sf部層及に対応する。なお，前述のとおり，反射法地震探査の分解能の観点から，
猿ヶ森層の泥岩層（Srm）と指交関係にある泊層下部層は猿ヶ森層の泥岩層（Srm） に含めている。

19N-1 19N-2 19N-3 19H-3

19N-1 19N-2 19N-3 19H-3

Sy

Srg

Srsm

Srm

To

Gm

Sy

Srm

Srsm

Srg

To Gm
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18.4±0.1Ma

16.78±0.38Ma

23.1±2.7Ma

部層名 岩 相 化 石

Ｓｆ
泥岩，砂岩，礫岩，軽石質砂岩
（東京電力敷地では凝灰角礫岩，
火山礫凝灰岩を挟む）

二枚貝

Ｓｅ 砂岩，礫岩を主とする 未確認

Ｓｄ
泥岩を主とする 二枚貝 ，巻貝，ウミユリ，ウニ

類，有孔虫，サガリテス

Ｓｃ
砂岩，泥岩を主とする 二枚貝，巻貝，サガリテス，炭

化植物片，生物擾乱痕

Ｓｂ 砂岩，礫岩を主とする 炭化植物片，生物擾乱痕

Ｓａ
基底は角礫岩よりなり，泥岩を主と
し，石炭を挟在する

炭化植物片，生物擾乱痕

猿ヶ森層の層序区分

ボーリング柱状対比図

泊層下部層
TL

猿ヶ森層，尻屋層群 凡例

N ← → S

泊層，蒲野沢層 凡例

敷地近傍

6.3.5.2 反射法地震探査結果の層序区分

南北測線における層序の検討：敷地～敷地近傍
の猿ヶ森層の年代

 敷地北方及び敷地に分布する猿ヶ森層はSa～Sf部層に細区分され，東北電力㈱敷地北西部（19H-3孔）では，
猿ヶ森層最上部の下位に泊層下部層が分布する（指交関係）。

 猿ヶ森層Sa部層の凝灰岩に含まれるジルコンのU-Pb年代測定結果は 18.4±01 Maであり，従来通り猿ヶ森層の
年代は前期中新世と判断される。

 一方，猿ヶ森層Sc部層に貫入するひん岩のK-Ar年代測定結果は16.78±0.38 Maであり，前期中新世と判断される。

Sy

Srg

Srsm

Srm

To

Gm

Sf

試料名 ボーリング名 処理試料量 抽出結晶量

採取深度 (kg) (個)

19N-2 猿ヶ森層
388.79-388.92m Sa部層

U-Pb年代
岩相

凝灰岩

地層名 測定鉱物

ジルコン

年代測定装置

± 0.1
レーザーアブレーション

ICP質量分析計

(Ma)

0.20 200 18.4

U-Pb年代測定結果 （測定機関：㈱京都フィッション・トラック）

試料名 ボーリング名 測定物 非放射性起源40
Ar

採取深度 (粒径) (%)

N3-D1 19N-3 斜長石
375.90-376.00m (50-100µm)

H3-L1 19H-3 斜長石
515.82-515.94m (50-100µm)

ひん岩貫入岩

安山岩泊層下部層

7.6± 1.4 16.78 ± 0.38

2.7 77.76.49 ± 0.40 23.1 ±

129.4

0.072 ± 0.007

1.979 ± 0.040

カリウム含有量

(wt.%)

放射性起源40
Ar K-Ar年代

(10
-8

cc STP/g) (Ma)
岩相地層名

K-Ar年代測定結果 （測定機関：㈱蒜山地質年代学研究所）

※1

※1 低カリウム試料（0.2wt%.未満）のため，極低ブランク法(Itaya et al.1996)による
分析を実施。複数回の分析により誤差がないことを確認した。
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6-1306.3.5.2 反射法地震探査結果の層序区分

南北測線における層序の検討： H31-C1測線における地質層序の検討①

H31-C1

2345
2300

2200 2100
2000

1900 1800 1700
1600

1500
1400 1300 1200 1100 1000

900 800 700
600

500 400 300
200

100
1

H31-A測線の北端と同じ地点を起点に，19N-2孔よりやや北の地点から西側に分岐し，H31-A測線と並行する南北測線として，
反射法地震探査（H31-C1測線）を実施した。

 敷地（西側）から北方陸域にかけて， H31-A測線と同様に連続的な反射法地震探査結果が得られた。
 H31-A測線と概ね同様の反射パターンを示す。

 ボーリング調査により直接確認した地質境界に基づき決定したH31-A測線の層序区分・地質境界から，H28-Line2測線を介し
てH31-C1測線に展開が可能であり（次々頁），H31-A測線と同様の地質分布・地質構造であることを確認した。
 北側より，基盤をなす尻屋層群（Sy）を覆って，中新統猿ヶ森層の挟炭泥岩層（Srg），砂岩泥岩礫岩互層（Srsm）及び泥岩層

（Srm）が分布しており，南側に10～30°程度傾斜している。
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6-1316.3.5.2 反射法地震探査結果の層序区分

南北測線における層序の検討： H31-C1測線における地質層序の検討②

H31-C1 マイグレーション深度断面（縦横比１：１）

Ｎ← →Ｓ
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6-132
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6.3.5.2 反射法地震探査結果の層序区分

南北測線における層序の検討：猿ヶ森層の３次元的な連続性の検討

 ボーリング調査により直接確認した地質境界に基づき決定したH31-A測線の層序区分・地質境界から，
H28-Line2測線を介してH31-C1測線に展開が可能であり，H31-A測線と同様の地質分布・地質構造で
あることを確認した。

⇒ H31-A測線における層序区分・地質境界が３次元的な広がりをもつことが確認された。

Ａ B C D B Ａ

Ａ

B
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D
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6-133

余 白



6-1346.3.5.2 反射法地震探査結果の層序区分

H28-Line1測線の層序区分①

H28-Line１測線について，ボーリング調査により直接確認した地質境界に基づき決定されたH31-A測線及びH31-
C1測線の層序区分を踏まえて層序区分を行った。

 H28-Line１測線の層序区分及び地質分布は，従来のH28-Line１測線の解釈と概ね同様の層序区分及び地質分
布となっている。

 連続性の良い比較的強い反射面が複数見られ，これらの面を境に層相（反射面パターンの特徴），下位層との
構造の違い等から，上位より蒲野沢層（Gm），泊層（To），猿ヶ森層泥岩層（Srm），同 砂岩泥岩礫岩互層
（Srsm）及び同 挟炭泥岩層（Srg）並びに尻屋層群（Sy）に区分される。

 陸域において，猿ヶ森層（泥岩層（Srm），砂岩泥岩礫岩互層（Srsm）及び挟炭泥岩層（Srg） ）が，南東方向への
緩傾斜～ほぼ水平な構造で連続する。（※A）

 陸域で確認された猿ヶ森層の泥岩層（Srm），砂岩泥岩礫岩互層（Srsm）とその下位に想定される挟炭泥岩層
（Srg）が，境界の強い反射面とともに，海域にかけて比較的良く連続している。

 海域の層序区分及び地質分布については概ね変更はない。 （※B）

H
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6-135

H28-Line１ マイグレーション深度断面（縦横比１：１）

6.3.5.2 反射法地震探査結果の層序区分

H28-Line1測線の層序区分②

※A ※B
ＮＷ←

→ＳＥ

陸域ＮＷ←
→ＳＥ
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6-1366.3.5.2 反射法地震探査結果の層序区分

H28-Line2測線の層序区分①

H28-Line２

補足調査

測線追加

H28-Line2測線について，ボーリング調査により直接確認した地質境界に基づき決定されたH31-A測線及びH31-C1測線の層序区
分を踏まえて層序区分を行った。

 H28-Line2測線の層序区分及び地質分布は，従来のH28-Line2測線の解釈と概ね同様の層序区分及び地質分布となっている。

 連続性の良い比較的強い反射面が複数見られ，これらの面を境に層相（反射面パターンの特徴），下位層との構造の違い等
から， H28-Line1測線の探査結果と同様に，上位より蒲野沢層（Gm），泊層（To），猿ヶ森層泥岩層（Srm），同 砂岩泥岩礫岩互
層（Srsm）及び同 挟炭泥岩層（Srg）並びに尻屋層群（Sy）に区分される。

 陸域において，基盤をなす尻屋層群（Sy）の分布については， H31-A測線及びH31-C1測線の調査結果を踏まえて見直した。

 海域の層序区分及び地質分布については概ね変更はない。

東通原子力発電所
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6-137

H28-Line2 マイグレーション深度断面（縦横比１：１）

6.3.5.2 反射法地震探査結果の層序区分

H28-Line2測線の層序区分②

→ＥＷ← →Ｅ

Ｗ←
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6-1386.3.5.2 反射法地震探査結果の層序区分

H28-Line3測線の層序区分①

H28-Line3

補足調査

測線追加

H28-Line3測線について，ボーリング調査により直接確認した地質境界に基づき決定されたH31-A測線及びH31-C1測線の層序区分を踏まえて
層序区分を行った。

 H28-Line3測線の層序区分及び地質分布は，従来のH28-Line3測線の解釈と概ね同様の層序区分及び地質分布となっている。

 連続性の良い比較的強い反射面が複数見られ，これらの面を境に層相（反射面パターンの特徴），下位層との構造の違い等から， H28-
Line1測線の探査結果と同様に，上位より蒲野沢層（Gm），泊層（To），猿ヶ森層泥岩層（Srm），同 砂岩泥岩礫岩互層（Srsm）及び同 挟炭泥
岩層（Srg）並びに尻屋層群（Sy）に区分される。

 海域の層序区分及び地質分布については概ね変更はない。

東通原子力発電所
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6-139

H28-Line3 マイグレーション深度断面（縦横比１：１）

6.3.5.2 反射法地震探査結果の層序区分

H28-Line3測線の層序区分②

Ｗ← →Ｅ
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6-1406.3.5.2 反射法地震探査結果の層序区分

H28-Line4測線の層序区分①

H28-Line４

H28-Line4測線について，ボーリング調査により直接確認した地質境界に基づき決定されたH31-A測線及びH31-C1測線の層序区分を踏まえ
て層序区分を行った。

 H28-Line4測線の層序区分及び地質分布は，従来のH28-Line4測線の解釈と概ね同様の層序区分及び地質分布となっている。

 連続性の良い比較的強い反射面が複数見られ，これらの面を境に層相（反射面パターンの特徴），下位層との構造の違い等から， H28-
Line1測線の探査結果と同様に，上位より蒲野沢層（Gm），泊層（To），猿ヶ森層泥岩層（Srm），同 砂岩泥岩礫岩互層（Srsm）及び同 挟炭
泥岩層（Srg）並びに尻屋層群（Sy）に区分される。

 海域の層序区分及び地質分布については概ね変更はない。

東通原子力発電所
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6-1416.3.5.2 反射法地震探査結果の層序区分

H28-Line4測線の層序区分②
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6-1426.3.5.2 反射法地震探査結果の層序区分

層序区分のまとめ

敷地北方の尻屋層群分布域を起点に，敷地～敷地近傍を南北に縦断する反射法地震探査（H31-A測線及びH31-C1測線）を実施した。
合わせて，地下深部の地質状況を直接確認することを目的にボーリング調査（19N-1孔，19N-2孔，19N-3孔及び19H-3孔）を実施するとと
もに，猿ヶ森層の詳細な層序検討を目的として地表地質踏査を実施した。

ボーリング調査結果やボーリング地点付近に分布する猿ヶ森層の岩相との対応を踏まえ，猿ヶ森層の層序区分及び地質分布について検討した。
確認された岩相に基づき，猿ヶ森層の層序区分を下位より「挟炭泥岩層（Srg）」，礫岩砂岩泥岩互層及び砂岩泥岩互層からなる「砂岩泥岩礫岩互

層（Srsm）」並びに泥質砂岩優勢砂岩泥岩互層及び泥岩層からなる「泥岩層（Srm）」に整理し，区分した。
敷地近傍の地質図について，地表地質踏査の結果に基づき，猿ヶ森層の層序区分を踏まえた地質分布を反映した。

敷地から北方にかけて，連続的な反射法地震探査結果（H31-A測線）が得られた。
H28-U5測線範囲においては， H28-U5測線と同様の品質の反射法地震探査結果が得られるとともに，同範囲北方への反射面の追跡が可能と

なった。

ボーリング調査結果等により，猿ヶ森層はSa～Sｆ部層に区分された。
反射法地震探査結果の層序は，「挟炭泥岩層（Srg）」がSa部層に，「砂岩泥岩礫岩互層（Srsm）」 がSｂ～Sｃ部層に，「泥岩層（Srm）」 がSｄ～Sf部

層及に対応する。
反射法地震探査測線の解釈において，猿ヶ森層の泥岩層（Srm）と指交関係にある泊層下部層は猿ヶ森層の泥岩層（Srm） に含めている。

ボーリング調査結果と反射法地震探査結果より，従来の解釈から想定されていた層序区分の地質境界を直接確認した。
 19N-3孔において，猿ヶ森層の泥岩層（Srm）／砂岩泥岩礫岩互層（Srsm）境界を確認。
 19N-2孔において，猿ヶ森層の砂岩泥岩礫岩互層（Srsm）／挟炭泥岩層（Srg）境界及び猿ヶ森層の挟炭泥岩層（Srg）／尻屋層群（Sy）境界を確認。

ボーリング調査にて確認された各々の地質境界は，比較的明瞭な反射面と良く対応しており，敷地まで連続的に追跡が可能であることを確認。

ボーリング調査により直接確認した地質境界に基づき決定したH31-A測線の層序区分・地質境界から，H28-Line2測線を介してH31-C1測線に展
開が可能であり，H31-A測線と同様の地質分布・地質構造であることを確認したことから，今回の調査によって確認された層序区分・地質境界が３
次元的な広がりをもつことが確認された。

反射法地震探査及びボーリング調査により決定された地質分布・地質構造は，従来の評価と概ね同様であることを確認した。
北側より，基盤をなす尻屋層群（Sy）を覆って，中新統猿ヶ森層の挟炭泥岩層（Srg），砂岩泥岩礫岩互層（Srsm）及び泥岩層（Srm）が分布しており，

南東側に緩傾斜を示す。

従来の層序区分から信頼性が向上するとともに，強い反射面は明瞭な地質境界に対応しているとする考えに基づいた従来
の層序区分についても合理的なものであったことが確認された。

⇒ 断層活動性評価にあたって基本となる反射法地震探査記録の解釈の信頼性向上が図られた。
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